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南海トラフ周辺の地震活動

2地震調査研究推進本部によるイラストに加筆

太平洋プレート

フィリピン海
プレート

フィリピン海プレートが
西南日本の下に潜り込む場所

（駿河湾～日向灘）



南海トラフ周辺の地震活動
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©地震調査研究推進本部

「南海トラフ地震」
＝プレート境界で発生する地震



南海トラフ周辺の「陸海観測データ」

4

想定震源域

2024年1月時点の防災科研定常観測網と
南海トラフ巨大地震の想定震源域
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2024年7月：南海トラフ海底地震津波観測網（N-net）
沖合システム整備完了

南海トラフ周辺の「陸海観測データ」

想定震源域



南海トラフ周辺の「陸海観測データ」
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2025年6月：N-net 沿岸システム整備完了
南海トラフ域をカバーする定常観測網

N-netデータをプラスした
地震活動の高精度モニタリング実現

想定震源域
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「南海トラフ地震臨時情報」
2024年8月8日 日向灘の地震 2025年1月13日 日向灘の地震

気象庁発表資料より（https://www.jma.go.jp/jma/press/topics.html）



気象庁リーフレット「南海トラフ地震 -その時の備え-」（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nteq/）

「南海トラフ地震臨時情報」

2024年8月8日 2025年1月13日



「南海トラフ地震臨時情報」

気象庁リーフレット「南海トラフ地震 -その時の備え-」（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nteq/）



「プレート境界で発生する地震」を評価するために

https://www.static.jishin.go.jp/resource/monthly/2016/2016_03.pdf

暫定震源(通常処理) 観測点限定＆P相のみ

（陸: 3点，海: 7点）

気象庁資料

震央直上にDONET観測点があるのに、

正しい震源の深さが（すぐには）分からなかった

「2016年3月の地震活動の評価」
（2016年4月11日）

2016年4月1日
11時39分
M6.5

海域の地下
構造が複雑

地震調査研究推進本部地震調査委員会



2016年4月1日紀伊半島南東沖の地震
震源再計算結果（★）

３Ｄ地下構造モデルを用いた自動地震活動モニタリング
地震活動自動モニタリングの実施３Ｄ地下構造モデルの構築
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用
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 N-netにより取得されたデータを追加
 これまでに取り込めていない構造探査データを
調査・収集・整理し、追加

「南海トラフ3D地下構造モデル」の改良

※地震活動推移予測や強震動・津波評価への活用も念頭
※今後の継続的なモデル更新を意識

更
新

こ
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ま
で
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紀伊半島 太平洋
※3D地震波速度構造モデルを使用して、2016年

4月1ヵ月の地震の震源位置を再計算

さまざまな実観測データや研究成果を統合
 三次元（3D）プレート形状モデル
 地震波速度構造・密度構造モデルを構築

震源
カタログ高精度な

震源情報



震源位置推定へのN-netの効果（速報）
地震活動自動モニタリングの実施
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 従来の陸域観測データ＋DONETデータに、N-netデータを追加
 「南海トラフ３D地下構造モデル」を使用

北部

南部 南部

北部

太平洋九州

N-net（沖合システム）整備前：2003/01/01～2024/03/22 M≥1.5

１Ｄモデル（従来） ３Ｄモデル（Ver.2024）
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より高精度な震源情報の推定へ

フィリピン海プレート上面深度



 従来の陸域観測データ＋DONETデータに、N-netデータを追加
 「南海トラフ３D地下構造モデル」を使用
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N-net（沖合システム）整備後：2024/07/01～2025/12/31 M≥1.5

北部

南部 南部

北部

太平洋九州

１Ｄモデル（従来） ３Ｄモデル（Ver.2024）

距離 [km] 距離 [km]

深
さ

[k
m

]
深
さ

[k
m

]

より高精度な震源情報の推定へ

フィリピン海プレート上面深度

震源位置推定へのN-netの効果（速報）
地震活動自動モニタリングの実施



「南海トラフ地震臨時情報」

気象庁リーフレット「南海トラフ地震 -その時の備え-」（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nteq/）



「ゆっくりすべり（スロー地震）」と南海トラフ

新学術領域研究「スロー地震学」（JP16H06472）一般向けリーフレット第２版
（https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/project/sloweq/newsletters/pdf/leaflet_v3.pdf）

 南海トラフ巨大地震想定震源域を取り囲むように、様々な
種類のスロー地震（ゆっくりすべり）が発生

 過去の海溝型巨大地震発生前、震源近くでゆっくりすべり
が発生

▼
スロー地震活動が、隣接する巨大地震想定震源域に
影響を与える可能性



「通常とは異なるゆっくりすべりが発生した可能性」を検出する
まずは、「通常」状態を知る
 海域定常観測（DONET）による微動モニタ
リングシステムを開発・運用

スロー地震（微動）モニタリング
浅部スロー地震活動モニタリングシステムの構築

こ
れ
ま
で

2015年10月以降に紀伊水道～紀伊半島
南東沖のトラフ軸付近で発生した微動活動
をカタログ化
 過去の活動状況との対比が可能
（活動範囲，活動度，期間，間隔など）

DONET



「通常とは異なるゆっくりすべりが発生した可能性」を検出する
まずは、「通常」状態を知る
 海域定常観測（DONET+N-net）による
南海トラフ全域での微動モニタリングシス
テムに拡張、評価

 スロー地震活動＋南海トラフ３D地下構造
モデルに基づき、プレート境界の状態把握
を行うための研究開発を実施

N-net沖合システム観測波形例
（2024年8月9日午前2時～3時； 3成分速度波形）

スロー地震（微動）モニタリング
浅部スロー地震活動モニタリングシステムの構築
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「通常とは異なるゆっくりすべりが発生した可能性」を検出する

N-netを用いたスロー地震（微動）モニタリング（速報）
浅部スロー地震活動モニタリングシステムの構築

 N-net（沖合システム) による微動モニタリングシステムを開発し、試験稼働
 日向灘で複数回の微動活動を検出
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【主な活動時期】
・2024年8月8日の日向灘の地震 発生後
・2025年1月13日の日向灘の地震  発生前後
・2025年5月
・2025年7月中旬
・2025年カムチャツカ半島地震 (Mw8.8) 後



 地震波の走時計算を高速に行うためのAI学
習手法の開発・高度化
震源決定システムへの組み込み方法の検討
トモグラフィ解析に拡張。不確実性の情報を付

 与した「３Ｄ地下構造モデル」を提案

新たな技術の開発と試験
AI学習手法の導入・評価
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組み込み

南海トラフ域での
２次元解析実績
(Agata et al., 2025)

 光ファイバセンシングにより、N-net海域で時
空間的に高密度なデータを取得

 N-netの観測データと比較し、光ファイバセン
シング手法によるデータを評価
地震活動の検知力や震源決定精度向上に繋
がるシステム構築に向けた技術開発

光ファイバセンシングの導入・評価

上段）N-net加速度計による波形
下段）光ファイバセンシングによる加速度波形



南海トラフ海底地震津波観測網N-netデータを
活用し、スロー地震を含む地震活動情報を高
精度に把握
 ３Ｄ地下構造モデルの高度化と公開

推移予測研究など、他の課題やPJでの活用
 最新の構造モデルを用いた自動震源決定の実施
と評価

 南海トラフ海域で発生するスロー地震（微動）
活動モニタリングの試行

 長期間にわたる地震活動カタログの構築
最新の活動を理解するための基礎データ

南海トラフ域

南海トラフ海底地震津波観測網N-netデータを
活用し、スロー地震を含む地震活動情報を高
精度に把握
 ３Ｄ地下構造モデルの高度化と公開

推移予測研究など、他の課題やPJでの活用
 最新の構造モデルを用いた自動震源決定の実施
と評価

 南海トラフ海域で発生するスロー地震（微動）
活動モニタリングの試行

 長期間にわたる地震活動カタログの構築
最新の活動を理解するための基礎データ

南海トラフで開発した技術や
得られた知見の展開
日本海溝海底地震津波観
測網S-netデータの活用

 構造探査データの収集・整理と
実データに基づく３Ｄ構造モデ
ルの新規構築

 自動震源決定システムや微動
モニタリングシステムの拡張と地
震活動カタログの構築

日本海溝・千島海溝域

南海トラフで開発した技術や
得られた知見の展開
日本海溝海底地震津波観
測網S-netデータの活用

 構造探査データの収集・整理と
実データに基づく３Ｄ構造モデ
ルの新規構築

 自動震源決定システムや微動
モニタリングシステムの拡張と地
震活動カタログの構築

2025年12月8日 23:15頃
青森県東方沖 Mw7.4

北海道・三陸沖
後発地震注意情報

まとめと期待される成果

S-net

DONET

N-net

地震本部や気象庁・評価検討会等での現況評価をは
じめとする各種評価への活用
地震活動モデル構築やプレート境界面の状態把握研
究の促進



1ａ 陸海観測データを用いた地震活動モニタリング
【目的】陸域及び海域の定常観測による連続データと三次元地下構造モデルを用い、南海トラフ域及び日本海
溝・千島海溝域において、従来よりも高精度な通常の地震及びスロー地震活動の自動モニタリングを実現する

 様々な解析の基盤となる３Ｄ地下構造モデル 
 ３Ｄ地下構造モデルに基づく高精度な震源カタログ
 地震活動把握や地下構造モデル構築に関する新たな技術

期待される成果（アウトプット）
地震本部や気象庁・評価検討会等での現
況評価をはじめとする各種評価への活用

地震活動モデル構築やプレート境界面の
状態把握研究の促進

アウトカム

 最新の構造探査等の結果を活用した三次元（３D）地下構造モデルの構築及び高精度化・最適化
 通常の地震及びスロー地震活動検出の高度化・高精度化につながるためのシステム整備と結果の評価
南海トラフ域：最適化されたモデルとN-netデータの導入 日本海溝・千島海溝域：新規整備

 同システムによる長期間の震源カタログを整備

概
要

地震活動の現況把
握や推移予測に必
要な基本データの
整備・提供

地震活動モニタリング
日本海溝・
千島海溝域

南海トラフ域

 通常地震
最新の３Ｄ構造モデル＋N-netの導入
による震源決定精度向上

 スロー地震
N-net & DONETを用いたスロー地震
モニタリングシステム開発による検知
力と震源決定精度向上

※ 開発技術を日本海溝・千島海溝域へ展開

情報提供

反
映

３Ｄ地下構造モデルの構築
 南海トラフ域

N-net等、新たなデータ追加によ
る既存モデルの改良

 日本海溝・千島海溝域
探査データ等を収集し、新たな
３Ｄ構造モデルを構築

Arnulf et al. (2022) 

新技術開発
 深層学習技術を用いた走時計算手法開発
 新たな海域観測データの解析方法の確立

試
行試

行

防災科学技術研究所（2025）
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